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「
呼
吸
器
学
百
年
史
’
二
十
一
世
紀
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

本
書
は
、
日
本
内
科
学
会
創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
刊

行
さ
れ
た
日
本
内
科
学
会
雑
誌
の
呼
吸
器
分
野
の
特
集
、
「
内
科
’
百

年
の
あ
ゆ
み
（
呼
吸
器
）
」
を
補
完
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
呼
吸

器
学
会
か
ら
本
年
六
月
刊
行
さ
れ
た
（
日
本
呼
吸
器
学
会
理
事
長
）
。

本
書
の
刊
行
目
的
か
ら
し
て
も
、
上
述
の
内
科
学
会
発
行
の
特
集
と
両

方
に
、
目
を
通
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
。

序
文
の
執
筆
者
は
両
誌
同
一
人
で
あ
り
、
編
集
責
任
者
も
そ
の
よ
う
に

考
え
ら
れ
る
か
ら
、
内
科
学
会
か
ら
呼
吸
器
学
の
た
め
に
提
供
さ
れ
た

ス
ペ
イ
ス
が
十
分
で
な
い
と
、
本
誌
の
刊
行
を
日
本
呼
吸
器
学
会
は
決

め
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
類
誌
が
他
の
内
科
関
係
学
会
か
ら
も
刊
行
さ
れ

て
い
る
か
否
か
は
知
ら
な
い
。

百
年
と
い
う
の
は
、
年
代
学
的
に
見
栄
え
の
よ
い
単
位
で
あ
る
。
『
東

京
大
学
百
年
史
』
、
『
東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
」
、
「
金
沢
大
学
医
学
部

百
年
史
」
、
『
岡
山
大
学
医
学
部
百
年
史
」
、
『
長
崎
医
学
百
年
史
』
、
こ
れ

ら
の
よ
う
に
そ
の
先
例
を
挙
げ
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
。
し
か
し
、
大

学
史
、
会
社
の
社
史
な
ど
の
場
合
は
さ
て
お
き
、
学
会
関
係
の
こ
の
種

の
書
籍
を
刊
行
す
る
と
な
る
と
、
い
ろ
い
ろ
と
気
に
な
る
こ
と
が
目
に

つ
湧
く
Ｏ

当
該
百
年
の
初
期
の
時
代
に
活
躍
し
た
パ
イ
オ
ニ
ヤ
と
い
う
べ
き
先

達
に
は
、
当
該
史
へ
の
発
言
の
機
会
は
な
い
。
彼
ら
の
事
績
が
当
該
史

に
記
録
さ
れ
る
か
否
か
は
編
集
者
の
判
断
に
よ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
彼

呼
吸
器
学
而
年
史
緬
集
委
員
会

ら
先
達
の
業
績
へ
の
配
慮
は
慎
重
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
ら
と
は

対
照
的
に
、
現
に
盛
ん
に
活
動
し
て
い
る
当
該
史
執
筆
者
は
、
や
は
り

自
分
た
ち
の
時
代
に
過
大
な
重
み
を
つ
け
て
記
述
す
る
。

新
し
い
知
見
は
即
座
に
発
表
さ
れ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
拡
散
す
る
。
情

報
収
集
の
容
易
さ
は
、
ま
す
ま
す
促
さ
れ
る
・
当
該
学
術
分
野
は
、
日
々

と
も
い
え
る
速
や
か
さ
で
、
さ
ら
に
さ
ら
に
分
化
し
て
い
く
。
今
後
百

年
の
変
貌
の
様
は
、
当
然
今
ま
で
の
百
年
を
上
回
ろ
う
。

こ
の
種
の
刊
行
物
に
は
、
年
譜
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
欠
く
こ
と
が

で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
作
成
は
必
ず
し
も
容
易
で
な
い
。
内
科
学

会
の
年
譜
に
は
記
述
さ
れ
、
呼
吸
器
学
会
の
そ
れ
に
は
欠
如
し
て
い
る

事
績
、
ま
た
そ
の
逆
の
場
合
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
当
然
記
録
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
が
両
方
に
な
い
事
績
が
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
昭
和
五

年
第
三
十
回
日
本
外
科
学
会
で
の
、
東
北
大
学
関
口
外
科
と
京
都
大
学

烏
潟
外
科
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
「
平
圧
開
胸
論
争
」
は
両
方
の
年

譜
に
欠
如
し
て
い
る
。
外
科
学
会
で
の
論
争
で
あ
る
と
は
い
え
、
わ
が

国
の
呼
吸
の
生
理
、
心
臓
・
呼
吸
器
外
科
、
呼
吸
器
内
科
の
二
十
、
二

十
一
世
紀
の
展
開
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
先
人
の
事
績
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
こ
の
種
の
刊
行
物
に
記
録
さ
る
べ
き
か
否
か
問
題
に
な

る
も
の
も
出
て
く
る
。

百
年
の
各
時
点
に
あ
っ
て
、
呼
吸
器
が
ど
の
よ
う
に
あ
っ
た
か
、
そ

し
て
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
き
た
か
を
記
述
す
る
こ
と

が
、
こ
の
種
の
刊
行
物
の
大
き
な
目
的
で
あ
ろ
う
。
細
分
化
し
た
各
分

野
を
記
述
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
統
合
を
す
る
こ
と
は
い
つ
の

時
代
に
あ
っ
て
も
簡
単
で
な
い
。
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本
誌
に
目
を
通
し
て
改
め
て
実
感
す
る
が
、
戦
後
か
ら
二
十
世
紀
の

前
三
／
四
期
ま
で
は
、
米
欧
か
ら
新
知
見
を
導
入
す
る
こ
と
に
血
道
を

上
げ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
明
治
初
期
の
海
外
留
学
時
代
を
祐
佛
と
さ
せ

す
ら
す
る
。
そ
の
活
発
な
海
外
知
見
紹
介
の
陰
で
、
海
外
一
流
学
会
誌

に
と
必
死
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
若
い
医
学
徒
の
業
績
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
学
会
賞
を
授
与
さ
れ
た
業

績
は
ど
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

百
年
は
、
期
間
が
大
き
す
ぎ
る
。
大
き
く
と
も
五
十
年
の
単
位
く
ら

い
に
し
て
、
各
世
代
の
会
員
に
よ
り
均
等
に
発
言
の
機
会
を
確
保
す
る

の
は
ど
う
だ
ろ
う
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
五
年
前
く
ら
い
か
ら
十
分
に

時
間
を
か
け
て
、
編
集
委
員
会
で
資
料
を
渉
猟
、
検
討
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
「
呼
吸
器
学
百
年
史
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
呼
吸
器
学
会
は

昭
和
三
十
六
年
に
結
成
さ
れ
た
。
現
在
四
十
余
年
を
過
ご
し
た
時
点
に

い
る
。
ま
さ
に
、
日
本
呼
吸
器
学
会
五
十
年
史
を
立
案
し
て
よ
い
タ
イ

ミ
ン
グ
で
な
い
だ
ろ
う
か
。

コ
メ
ン
ト
ば
か
り
に
な
っ
た
が
、
ま
さ
に
こ
の
種
の
刊
行
物
編
集
の

難
し
さ
を
実
感
し
た
。
本
誌
の
編
集
、
刊
行
に
関
わ
ら
れ
た
諸
氏
の
ご

努
力
に
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
。
今
後
の
学
会
史
刊
行
の
た
め
に
幾
ば

く
か
の
助
言
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
吉
良
枝
郎
）

〔
日
本
呼
吸
器
学
会
、
千
代
田
区
神
田
二
’
六
’
四
柴
田
ビ
ル
ニ
階
、

電
話
○
三
’
三
二
五
四
’
五
二
三
五
、
二
○
○
三
年
六
月
十
四
日
、
Ａ

四
判
、
四
一
九
頁
、
定
価
一
○
○
○
○
円
〕

編
集
委
員
に
任
命
さ
れ
て
数
年
に
な
る
が
、
時
々

一
編
集
後
記
」
私
用
で
欠
席
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
十
一
月
の

委
員
会
は
欠
席
し
て
し
ま
っ
た
。
従
っ
て
近
々
の
問
題
点
に
つ
い
て
書

く
こ
と
が
出
来
な
い
。
申
し
訳
な
く
存
じ
て
い
る
次
第
で
す
。

本
誌
の
原
著
投
稿
が
こ
の
一
ヵ
年
間
に
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
内
容

も
多
彩
化
し
ジ
ャ
ッ
ジ
を
お
願
い
す
る
の
に
一
苦
労
す
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
。

こ
の
編
集
委
員
会
の
構
成
を
見
る
と
医
学
出
身
二
名
、
薬
学
出
身
二

名
、
人
文
出
身
三
名
と
な
っ
て
お
り
、
年
齢
構
成
で
は
六
十
歳
以
上
三

名
、
六
十
歳
以
下
四
名
で
あ
り
、
特
に
医
学
出
身
の
二
名
は
高
齢
者
で

あ
る
。
委
員
の
居
住
地
で
見
る
と
東
京
が
三
名
、
神
奈
川
三
名
、
埼
玉

一
名
と
な
っ
て
い
る
。

新
し
い
分
野
の
論
文
も
増
加
し
て
い
る
の
で
東
京
居
住
の
医
学
出
身

の
若
い
方
に
焦
点
を
絞
っ
て
編
集
委
員
適
任
者
を
探
し
出
す
努
力
も
必

要
と
な
っ
て
き
た
。
（
中
西
淳
朗
）

訂
正
と
お
詫
び

以
下
誤
植
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
訂
正
を
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
お
詫
び
申
し

あ
げ
ま
す
。
（
編
集
部
）

第
四
十
八
巻
第
四
号
英
文
目
次
五
九
七
頁

（
正
）
Ｐ
己
○
昌
冨
＆
一
【
昌
固
凰
号
ョ
旨
Ｐ
Ｃ
こ
め
①
由
○
ョ
の
弓
望
で
ず
５
冒

弓
○
戸
琶
○
患
這
詫
シ
ゆ
目
Ｑ
望
○
．
号
①
も
扇
ぐ
①
昌
旨
。
＆
団
で
亘
四
ヨ
ｏ
い

（
誤
）
シ
三
○
昌
耳
①
巴
《
両
凰
号
昌
の
冒
巨
の
①
由
○
目
①
弓
旨
言
い
旨
弓
○
ご
Ｃ

己
匡
轆
少
陣
巨
・
望
９
号
①
勺
同
①
ぐ
の
昌
旨
己
具
両
で
丘
の
日
肩
印

第
四
十
九
巻
第
三
号
四
六
四
頁
左
よ
り
三
行
目

（
正
）
…
金
泥
下
絵
を
以
て
…
（
誤
）
…
金
泥
下
絵
を
似
て
…

同
五
七
五
頁
下
段
左
よ
り
五
行
目

（
正
）
…
一
部
は
四
書
誌
．
：
（
誤
）
．
：
一
部
は
四
雑
誌
：
．


